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佐賀県合同輸血療法委員会 

令和４年３月３１日 

令和３年度 血液製剤使用適正化方策調査研究事業 
パンデミック感染症や災害時におけるへき地や 
離島での輸血医療の継続のため体制整備 
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  血液製剤使用適正化方策調査研究事業を次のとおり実施したいので、研究計画書を提出します。 

 

記 

 

研究課題名： パンデミック感染症や災害時におけるへき地や離島での輸血医療の継続のため体制整備 

研究実施期間：(令和)３年 10月１日から(令和)４年３月 31日まで 

 

１．研究概要の説明 

（１）研究者別の概要 ※適宜セルを追加してください 

所属機関・部
署・職名 

氏名 
現在の専門・最
終学歴 

分担する研究項目 

佐賀大学・医学
部・医学部長 

末岡 榮三朗 

輸血学・血液内
科学・佐賀医科
大学医学部 

 

 

研究総括・臨床データ解析と統合分析 

佐賀県赤十字血
液センター・所

長 

松山 博之 

麻酔・蘇生学・
九州大学大学院
医学科 

 

 

輸血用血液製剤供給実績調査 

唐津赤十字病
院・副院長 

宮原 正晴 

輸血学・血液内
科学・佐賀医科
大学医学部 

 

 

臨床データ解析 

地方独立行政法
人佐賀県医療セ
ンター好生館・
輸血部長 

飯野 忠史 

輸血学・血液内
科学・九州大学
医学部 

 

 

医療連携実績調査 

唐津赤十字病
院・第３内科副

部長 

富桝 りか 

輸血学・血液科
内科学・佐賀医
科大学医学部 

 

 

医療連携実績調査 



国立病院機構佐
賀病院・統括診
療部長 

野見山 亮 
産婦人科学・長
崎大学・医学部 

 

 

医療連携実績調査 

独立行政法人国
立病院機構嬉野
医療センター・
消化器内科医長 

有尾 啓介 

消化器内科学・
佐賀医科大学医

学部 

 

 

医療連携実績調査 

伊万里有田共立
病院・副院長 

園田 英人 

一般消化器外科
学・自治医科大
学医学部 

 

 

医療連携実績調査 

 

（２）実施体制 ※図などを使用して示してください 

 

 

 

（３）研究実施スケジュール ※10月から３月を目安に 

例 

 

 

研究実施内容 

 

実    施    日    程 

 

4月 

 

5月 

 

6月 

 

7月 

 

8月 

 

9月 

 

10月 

 

11月 

 

12月 

 

1月 

 

2月 

 

3月 

・参考資料等の収集 

・結果の解析 

・報告書作成 

            

 

研究代表者 氏名（ 末岡榮三朗 ） 

 

 

研究実施内容 

 

実    施    日    程 

 

4月 

 

5月 

 

6月 

 

7月 

 

8月 

 

9月 

 

10月 

 

11月 

 

12月 

 

1月 

 

2月 

 

3月 

血液製剤使用状況調査 

医療連携状況調査 

ピカピカリンク利用拡大 

            

 



 

分担者 氏名（ 末岡榮三朗・宮原 正晴  ） 

 

 

研究実施内容 

 

実    施    日    程 

 

4月 

 

5月 

 

6月 

 

7月 

 

8月 

 

9月 

 

10月 

 

11月 

 

12月 

 

1月 

 

2月 

 

3月 

 

臨床データ解析 

            

 

分担者 氏名（ 松山 博之  ） 

 

 

研究実施内容 

 

実    施    日    程 

 

4月 

 

5月 

 

6月 

 

7月 

 

8月 

 

9月 

 

10月 

 

11月 

 

12月 

 

1月 

 

2月 

 

3月 

 

輸血用血液製剤供給実績

調査 

            

 

分担者 氏名（ 飯野 忠史・富桝 りか・野見山 亮・有尾 啓介・園田 英人  ） 

 

 

研究実施内容 

 

実    施    日    程 

 

4月 

 

5月 

 

6月 

 

7月 

 

8月 

 

9月 

 

10月 

 

11月 

 

12月 

 

1月 

 

2月 

 

3月 

 

医療連携実績調査 

            

 
 

（４）研究目的 ※課題を明確にすること 

【研究目的】 

COVID-19 感染症拡大は、地域医療体制の在り方や遠隔医療の推進に大きな問題提起を投げかけ

ている。さらに佐賀県における北部医療圏においては、医師偏在と高齢化が進んでおり、このよう

な医療事情の変化は適正な輸血医療を実施する上で解決すべき課題となっている。特に小規模医

療機関や在宅における輸血医療の実施体制については、拠点病院と地域の小規模医療機関あるい

は在宅医療との強固な連携が不可欠であるが、現状では施設ごとの方針にゆだねられているのが

実情である。今回の調査研究事業においては、輸血医療をテーマに、拠点病院→小規模医療機関 or

在宅医療機関を輸血製剤情報の供給および製剤情報提供体制は血液センターを中心として、患者

の医療情報に関しては佐賀県診療情報連携システム（通称ピカピカリンク）を連携ツールとして、

密な連携体制を構築することを目的とする。今年度はまず、佐賀県内全医療機関における血液製剤

供給体制を解析し、輸血医療に精通していない小規模医療機関の事態を把握する。そのうえで、地

域拠点病院との間でのピカピカリンクの利用状況を調査し、輸血医療における連携強化を推進す

る。 

【期待される効果】 

佐賀県診療情報連携システム（通称ピカピカリンク）は医療情報の連携において非常に有用なツー

ルであるが、輸血医療については十分な情報共有がなされてはいない。このシステムを有効利活用

することにより小規模医療機関あるいは在宅医療と地域拠点病院がつながり、輸血医療において

もガイドラインの順守や手順書の共有など、輸血医療の均てん化につながると考えられる。 



（４）研究計画・方法 

（１）輸血製剤使用状況調査と小規模医療機関における拠点病院との医療連携状況の実態把握 

 COVID-19感染症発生前後計 3年間の血液製剤の使用状況を調査解析する。 

特に COVID-19 患者受け入れ施設を中心に地域小規模医療機関との輸血医療に関する医療連携の実

態を把握する。今年度は佐賀大学病院における施設間での輸血医療連携の状況を調査する（佐賀県合

同輸血療法委員会事務局、佐賀大学病院輸血部、佐賀県赤十字血液センター）。 

（２）佐賀大学病院におけるピカピカリンクの利用状況と輸血実施患者におけるピカピカリンクによ

る医療連携状況について調査を行う（佐賀大学病院輸血部、地域連携室、ピカピカリンク事務局に一

部調査依頼）。 

（３）輸血医療連携におけるピカピカリンクの利活用推進 

 ピカピカリンクでは、患者カルテ情報のほか血液型、不規則抗体の有無、輸血実施状況、各種検査

値などを共有することが可能である。この機能を有効利用し、パンデミック感染症発生時や災害時な

ど非常時における迅速かつ安全な輸血体制の構築を図る。そのため、輸血医療実施機関にピカピカリ

ンクの有用性について、合同輸血療法委員会参加施設を中心に啓蒙と普及を図っていく（佐賀県合同

輸血療法委員会事務局、佐賀大学病院輸血部）。 

 

 
２．類似事業の実績 
※類似事業の実績、医療機関や地方自治体等との協働経験があれば自由に記載ください 

【2010年からの活動状況】 

佐賀県合同輸血療法委員会は 2010年度に活動を開始し、2020年度までに計 11回開催されている。

2012 年度から 2015 年度にわたり厚生労働省「血液製剤使用適正化調査研究事業」の助成により

「佐賀県内のすべての輸血医療実施施設に輸血療法委員会を設置させるための研究」、「院内輸血

療法委員会設置推進用パッケージを用いた包括的輸血療法支持体制の整備」、「合同輸血療法委員

会による輸血療法支援ネットワーク体制の構築」を実施し、院内輸血療法委員会（以降「委員会」

と記載）の設置と輸血医療における県内医療機関との連携を推進してきた。また、開設より県内医

療機関における輸血用製剤の使用実態調査も行っており、製剤ごとの詳細な使用状況のデータは

蓄積している。 

特にここ３年間は血液製剤の使用適正化のための具体的取り組みとして、院内輸血療法委員会設

置推進用パッケージの作成と配布、小規模施設の支援対策として輸血関連検査の教育用 DVD の作

成など、佐賀県内の輸血医療上の技術や知識の均てん化、輸血後副反応の管理などの支援体制の構

築に勤めてきた。実際にパッケージを利用しての院内輸血療法委員会を設置した施設が出てきて

おり、成果が出つつある。 

                                                                                                
３．経理事務担当者 
氏名：内村 聡志 
所属：佐賀県赤十字血液センター 
連絡先：0952-32-3300 
E-mail：s-uchimura@qc.bbc.jrc.or.jp 
TEL  ：0952-32-3300 



 

事業実績報告書 

 

研究課題名：パンデミック感染症や災害時におけるへき地や離島での輸血医療

の継続のため体制整備 

研究実施期間：令和３年 10月１日から令和４年３月 31日まで 

 

（１）研究者別の概要 ※適宜行を追加してください 

所属機関・部署・

職名 
氏名 

分担した研究項目及び 

研究成果の概要 

佐賀大学・医学部・

医学部長 

末岡 榮三朗 研究総括・臨床データ解析と統合分析 

佐賀県赤十字血液

センター・所長 

松山 博之 輸血用血液製剤供給実績調査 

唐津赤十字病院・副

院長 

宮原 正晴 臨床データ解析 

地方独立行政法人

佐賀県医療センタ

ー好生館・輸血部長 

 

飯野 忠史 

 

医療連携実績調査 

唐津赤十字病院・第

３内科副部長 

富桝 りか 医療連携実績調査 

国立病院機構佐賀

病院・統括診療部長 

野見山 亮 医療連携実績調査 

独立行政法人国立

病院機構嬉野医療

センター・消化器内

科医長 

 

有尾 啓介 

 

医療連携実績調査 

伊万里有田共立病

院・副院長 

園田 英人 医療連携実績調査 

（２）研究成果の説明 

COVID-19 感染症拡大は、地域医療体制の在り方や遠隔医療の推進に大きな問

題提起を投げかけている。２０２５年問題を機に小規模医療機関や在宅にお

ける輸血医療体制の整備の必要性が顕在化した。今回の調査研究事業におい

ては、拠点病院→小規模医療機関 or在宅医療機関を輸血療法の連携のための

基盤として、佐賀県診療情報連携システム（通称ピカピカリンク）の利活用を 



推進することを目的とした。今年度はまず、佐賀県内全医療機関における血液

製剤供給体制を解析し、輸血医療に精通していない小規模医療機関の事態を

把握する。そのうえで、地域拠点病院との間でのピカピカリンクの意義につい

ての啓蒙をはかり、輸血医療における連携強化を推進する。 

活動成果 

ピカピカリンクは、佐賀県内 15の開示施設と 383の閲覧施設が登録され、約

３６０００名の患者さんの連携に利用されている。今回は輸血情報の連携の

可能性について、以下の活動を行った。 

１． 輸血実施医療機関に、令和３年度血液製剤使用適正化方策調査研究事

業への協力について依頼を行った。（資料１） 

２． ピカピカリンクの利活用の実査に関する動画 DVDを作成し、県内輸血

医療実施期間１４０機関に配布した。（資料２） 

３． 佐賀県合同輸血療法委員会の世話人が所属する医療機関における輸

血医療情報の連携情報を収集するための、Web会議用設備（Web用マイク、

情報管理用 USBおよび SSD）を佐賀県診療情報連携システム協配布した。 

４． 上記以外に佐賀県医師会所属会員への情報提供や啓蒙のために、佐賀

県医師会報である医界佐賀で情報提供と協力依頼を行った。（資料３） 

以上、今年度はピカピカリンクの啓蒙活動と利活用推進が主な活動であった

が、次年度は実際の連携状況の把握と、問題点の把握の活動を予定している。 

 

 

 

 



佐診 第  ３  号 

令和３年１０月２１日 

 

  輸血医療を実施する医療機関の長 各位 

 

 

佐賀県診療情報地域連携システム協議会  

会長 佐藤 清治            

 

 

令和３年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業への協力について（依頼） 

  佐賀県診療情報地域連携システム（ピカピカリンク）の運営につきましては、日ごろから特
別のご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 

  さて、この度、佐賀県合同輸血療法委員会（委員長：末岡 榮三朗佐賀大学医学部長）では、
パンデミック感染症や災害時におけるへき地や離島での輸血医療の継続のための体制整備に係

る研究の一環として、令和３年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業を実施されることとな

りました。 

  本事業では、佐賀県における血液製剤供給体制を解析し、輸血医療に精通していない小規模
医療機関の実態を把握した上で、地域拠点病院と当該小規模医療機関との間でのピカピカリン

クの利用状況を調査し、輸血医療におけるピカピカリンクを通じた診療情報共有の啓蒙・普及

を図ることとされています。 

  本事業は、ピカピカリンクの普及に資する取組であり、当協議会としても支援を行う所存で
す。 

  つきましては、貴医療機関におかれましても、本事業の趣旨をご理解いただき、ご協力くだ
さるようよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

               担当：佐賀県診療情報地域連携システム協議会事務局 長友                  （佐賀県医療センター好生館内）                  電話 0952-28-1351 ファクス 0952-28-1323                  メール nagatomo-atsushi@koseikan.jp 



ピカピカリンクの適切な利用 
 

に関する研修コンテンツ 

佐賀県診療情報地域連携システム協議会 



ピカピカリンクの概要 



• 「ピカピカリンク」は、佐賀県診療情報地域連携 
システムの愛称です（     の仕組みを採用しています） 

 

• 患者の個別の同意の下、ピカピカリンク参加施設間で患者
の診療情報を共有できる仕組みです 

 

• 参加施設は「開示施設*」と「閲覧施設**」に区分されます 

ピカピカリンクとは 
3 

ピカピカ 

リンク 

閲覧施設D 閲覧施設B 開示施設A 開示施設C 

開示施設Aと閲覧施設Bの間で、 
開示施設Aにおける私の診療情報 
が共有されることに同意します 

患者 

愛称は佐賀県鳥カササギ 
の学名Pica picaに由来 

* 開示施設：公開用GWを設置し、自院の診療情報を公開する施設（13の地域中核病院等） ** 閲覧施設：公開された診療情報を閲覧する施設 



• 閲覧側で、自施設の患者IDを入力すれば、共有登録が 
行われた開示施設におけるその患者の診療情報を閲覧する
ことができます 

 

 閲覧側からのデータ開示要求に応じて、開示施設の公開用GWに開示データが登録
されますので、セキュアな通信環境を通じて、閲覧側から、公開用GWに登録された
開示データを閲覧します 

 ID-Linkセンターに保管されるのは、患者ID紐付情報とデータ保管場所情報のみ。
診療情報そのものは、ID-Linkセンターには保管されません* 

診療情報共有の仕組み 
4 

○△病院 

（開示施設） 

HIS 
サーバ 

患者X：ID111の 
○△病院での処方 
データを閲覧したい 

(1) 

“患者Xの○△ 
病院でのIDは222 ” 
“処方データはHIS 
サーバのどこどこに保管 
されている” 

(2) 

インターネット 

セキュアな通信環境を通じて 
公開用GWを閲覧 

(4) 

閲覧側 

DICOM 
サーバ 

公開用 
GW 

“患者X：ID222の 
処方データを公開用 
GWに登録せよ” 

(3) 

* ID-Link拡張サービス（ストレージサービス及びリポジトリサービス）を利用する場合を除きます 



• H22年度に運用を開始。H29年10月末現在、参加施設
304施設（開示13・閲覧291）、登録患者28,250人 

 

• 今や県全域の病院、診療所、薬局、訪看ステーション等を 
カバーする地域連携ネットワークシステムに成長しています 

佐賀県全域*をつなぐピカピカリンク 

33 34 41 46 47 57 63 68 
34 44 41 

61 69 
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H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 

病院 診療所 その他（薬局等） 登録患者数 

県全域 

304施設 

5 

* くるめ診療情報ネットワーク「アザレアネット」（久留米地域）及び八女筑後医療情報ネットワーク（八女・筑後地域）とも相互接続が可能です 

（10月末） 



• 運営主体は、佐賀県診療情報地域連携システム協議会
です 

 

• ピカピカリンクの普及・推進業務（ヘルプデスク、障害対応、
新規参加施設開拓、勉強会開催補助等の業務）は、 
佐賀県から委託を受けた特定非営利活動法人佐賀県
CSO推進機構が担っています 

運営体制 
6 

佐賀県診療情報地域 

連携システム協議会 

 開示施設 
 医療関係団体 
 行政（佐賀県） 

特定非営利活動法人 

佐賀県CSO推進機構 

（ヘルプデスク） 
普及・推進委託 

参加施設（304施設*） 

非参加施設 

普及・推進活動 問合せ 

開示施設（13施設）／閲覧施設（291施設） 

【病院、診療所、薬局、訪問看護ステーション、介護施設、保健所等】 

* H29年10月末現在 



7 

参加できる施設 

• ピカピカリンクに参加することができるのは、下表の施設です。
公益性を担保する観点から、一部制限が設けられています 

参加できる施設 制限 

病院 なし 

診療所 なし 

歯科診療所 県歯科医師会を通じて参加申込が行わ
れた施設に限る 

薬局 県薬剤師会を通じて参加申込が行われた
施設に限る 

訪問看護ステーション 医師会、医療法人、病院、地方公共団
体、公益法人又は社会福祉法人が開設
する施設に限る 

介護施設 医師会、医療法人、病院、地方公共団
体、公益法人又は社会福祉法人が開設
する施設に限る 

その他（健診センター、保健所等） 個別判断 



基本的な操作方法 



• 利用者本人のIDとパスワードでログインを行います 

ログイン 
9 

1001@abc 

******** 



• 一覧から診療情報を閲覧したい連携患者を選択します 

連携患者選択 
10 

過去14日以内に操作された連携患者が一覧表示されます 



連携患者選択 
11 

• 自施設の患者IDから連携患者を検索することもできます 

12345 



• 患者カナ氏名から連携患者を検索することもできます 

連携患者選択 
12 



• 連携患者を選択すると最初に表示される画面です 

患者カレンダー画面 
13 

画像参照 

入院期間 

診療情報 

サマリービュー 



14 

カルテ記事 

検査結果 

注射 

実際の画面例 



15 

読影レポート 

退院サマリ 

実際の画面例 



16 

画像参照 

実際の画面例 



17 

サマリービュー 

実際の画面例 

レ 

チャート表示 



• 患者カレンダー画面を開いたら、まず最新データ取得を行
い、診療情報を最新の状態に更新してください 

【重要】 最新データ取得 
18 

取得されたデータが 
追加表示されます 



遵守しなければならないルール 



施設内利用管理責任者の配置 
20 

• 参加施設の長は、ピカピカリンクの安全な利用を担う「施設 

内利用管理責任者」を配置しなければなりません 
 

• 施設内利用管理責任者を配置（又は変更）した場合は、
その役職、氏名等を、ピカピカリンクへルプデスクに届け出て 
ください 

 

• 施設内利用管理責任者は、当該施設 
内でピカピカリンクがルールに則って適切 
に利用されているかどうか、監視をして 
いただく必要があります 

施設内利用管理責任者 



端末の管理 
21 

• ピカピカリンクを利用する端末のすべてにウイルス対策 

ソフトウェアをインストールし、 
パターンファイルを常時最新の 
状態に保たなければなりません 

 

 

 

• 盗難防止のため、ピカピカリンクを利用する端末の設置場所
は施錠ができる必要があります。 
施錠が困難である場合は、 
ワイヤーロックで固定するなどの 
対応が必要です 



ID及びパスワードの管理 
22 

• ピカピカリンクはIDとパスワードで利用者本人を認証します。 
従って、IDは利用者ごとに付与する必要があります。 
IDの共用（使い回し）は絶対に行ってはなりません 

 

 

 

 
 

• 不正アクセス防止のため、パスワードは、できるだけ複雑で 
推測されにくいものとしてください。 
また、パスワードを他者に知られる 
ことがないよう、適切な管理に 
努めてください 

1001@abc 
山田 A男 

1032@abc 
森田 B美 

2008@abc 
安田 C子 

5044@abc 
織田 D太 

1109@abc 
吉田 E助 

7017@abc 
野田 F郎 



患者同意 
23 

• 共有登録を行った患者から同意撤回の申し出があった場合
には、速やかに、共有登録を削除する必要があります。 
また、患者の死亡を把握した場合も、同様に、共有登録の
削除が必要です 

• ピカピカリンクでは、患者が自らの診療情報の共有を可とする
施設を個別に指定して同意を行う個別同意方式を採用 
しています 

 

 例えば、A診療所において、B病院及びC病院における患者Xの診療情報を閲覧する
ためには、患者Xから、①A-B間での情報共有を可とする同意書と②A-C間での 
情報共有を可とする同意書の2通を取得する必要があります 

A診療所 
C病院 

B病院 

同意 

同意 

患者X 

ピカピカリンク 



入手した診療情報の利用 
24 

• ピカピカリンクを通じて取得した診療情報は、診療又は説明
の目的でのみ、利用が可能です。 
興味本位での閲覧など、不適切な目的での利用は絶対に
行ってはなりません 

 

• ピカピカリンクを通じて取得した診療情報は、自施設の診療
情報の一部であるという認識を持ち、自施設の診療情報と
同様の管理を行わなければなりません。 
不適切な管理の結果、万が一、 
情報漏えい事象が発生した場合、 
その責任は、漏えい事象を発生 
させた当該施設が負うことになります 



その他 



ピカピカリンクのサポート窓口 
26 

• ピカピカリンクの操作方法が分からない… 
 

• ピカピカリンクを利用できる端末を増やしたい… 
 

• ピカピカリンクの院内勉強会を開催したい… 等々 

                    についての    は何でも、 

ピカピカリンクヘルプデスク へどうぞ 
 

  特定非営利活動法人佐賀県CSO推進機構* 

  TEL 0952-97-8286（受付時間 平日9～17時） 

  FAX 0952-26-2227 

  E-mail sagacso-support@min-nano.org 
* 特定非営利活動法人佐賀県CSO推進機構は、佐賀県からピカピカリンクヘルプデスク業務の委託を受けた団体です 



• ピカピカリンクでは、ホームページやFacebookページなどを
通じて、情報提供を行っています 

 

 

 

 

 

 

 
 

• ホームページの「ダウンロード」から、各種規程や様式を入手 
できます。 
また、「参加施設専用ページ」では、各参加施設のリンクID、
協議会会議資料、協議会会長名文書等が閲覧できます 

ホームページ・FBページのご紹介 
27 

https://www.facebook.com/pica2link/ http://pica2.link/ 



制作 佐賀県診療情報地域連携システム協議会 



輸血情報の連携も佐賀県診療情報地域連携システム（ピカピカリンク）で 
 

はじめに 
 新型コロナ禍の医療体制の維持のために、様々な遠隔診療の仕組みが紹介されています。新型コロナ

が始まる前から、2025年問題への対応の一つとして、遠隔医療の推進が進められてきましたが、ＳＮＳ

ツールの普及や機能の多様化やＩｏＴデバイスに生体情報を取得できる機能が加わり、これらの便利な

ツールを用いての健康管理等が進んできました。確かに、それらを用いて簡単な遠隔連携は行えるよう

になりましたが、医療における遠隔連携で必要な条件は、情報を共用する範囲と正確性、そして連続性

だと思われます。ＳＮSツールを用いて、双方向の画面共有はできるので、状態の把握や意思疎通は図

れますが、医療に必要な記録された医療情報や、もちろん触覚から得られる情報も得ることはできませ

ん。 

 そのような限られた条件での医療を行う遠隔診療ですが、佐賀県の場合は先進的な診療情報地域連携

システム（ピカピカリンク）が整備されています。現在、15の開示施設と 383の閲覧施設が登録され、

運用されています。これだけの施設が利用されているので、このコーナーで述べる必要もないのです

が、小規模医療機関での輸血や在宅での輸血医療についても情報連携がとても重要なので、ぜひピカピ

カリンクの有効活用をお願いできればと思って取り上げさせていただきました。 

 現在、15の開示施設での開示情報はピカピカリンクのホームページに掲示されていますが、以下の内

容になります（表１）。佐賀大学医学部附属病院での開示情報が限られていますが、４月以降大幅に開

示内容が拡大されます。さらに医療連携や遠隔診療の基盤が強化されることになると期待しています。 

 

 

 



輸血情報の連携について 
 輸血療法は、実臨床の中では、医療行為の中でも特殊な医療の範疇に入るのではないかと思います。

特に小規模医療機関や在宅における輸血医療は、輸血検査の実施や輸血後副反応への対応を考えると、

ハードルは高くなると思われます。日本輸血細胞治療学会では、在宅赤血球輸血ガイドが 2017年に提

示されています。安全な輸血療法の担保と現場での事情を考えての基本的な輸血実施指針と考えてよい

と思います。（http://yuketsu.jstmct.or.jp/wp-

content/uploads/2017/10/685cbd22710cc14528f43ad15b9b8603.pdf） 

 ただ、いくら指針があったとしても輸血実施の機会がさほど多くない小規模医療機関や在宅医療機関

においては、連携先での輸血実施の際の情報は共有できた方が安全かと思います。図１では、輸血実施

における作業内容と留意点をまとめてみました。 

 

 特に血液型や不規則抗体の情報は、もちろん輸血実施先でも確認しないといけない事になっています

が、連携元医療機関における情報があると安心ですし、輸血実施時のバイタルサインの変動や副作用発

生状況やその内容も確認しながらの輸血実施がより安全だと思います。図２には、ピカピカリンク上で

の情報連携の実際を例として示しています。小規模医療機関でも在宅の現場でも、輸血が安全に行える

ようにピカピカリンクの活用の場面が広がることを期待します。 

 

http://yuketsu.jstmct.or.jp/wp-content/uploads/2017/10/685cbd22710cc14528f43ad15b9b8603.pdf
http://yuketsu.jstmct.or.jp/wp-content/uploads/2017/10/685cbd22710cc14528f43ad15b9b8603.pdf


 



輸血・細胞治療におけるICT利活用の展望

佐賀大学医学部長
佐賀大学附属病院 輸血部長
末岡 栄三朗

参考資料 輸血医療に関する地域連携の取り組みに関する資料



在宅医療

遠隔医療センター

大学病院など

在宅患者さんの多様性

専門ケアチーム

在宅

Dr

訪問

Ns

訪問

介護 在宅診療所

スマートグラスや

ICTによる連携

在宅と高度チーム医療をつなぐあんしん在宅パック





ルート確保および輸血実施

輸血用のルート確保 輸血用のルート確保 ルート確保用の補液

輸血用製剤確認 輸血用フィルターの連結 輸血開始後の状態確認







• ピカピカリンクに患者を登録するとユニークIDが付与

• このユニークIDに対し、各連携施設における当該患者のIDを紐付けて

名寄せ

• 各連携施設は自施設のIDで当該患者のピカピカリンクの画面にアクセス

開示施設A

の診療情報

開示

開示施設B

ID 22222

開示施設A

ID 11111

閲覧施設（医院）

ID 33333

開示施設B

の診療情報

開示

GW

ユニークID a9b8c7d6e5

閲覧施設（薬局）

ID 44444

閲覧閲覧

GW

佐賀県診療情報地域連携システム（ピカピカリンク）

による医療情報の連携







情報共有の在り方と医療の質の向上

• 施設内での情報共有

部門間での連携

チーム医療（スタッフ間での情報共有）

• 施設間における情報共有

輸血手帳などのアナログ資料

ICT/IoT連携

• 大規模データによるエビデンス蓄積












